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＜連絡事項＞

· Aユニットの血圧計の水銀がもれ、破損したため、修理依頼を庶務室に提出しています。

· 公衆電話故障していましたが、使用出来るようになりました。

· 小野寺　文明様～９/２４、16時より、一泊の外泊があります。帰院は16時予定です。当日の与薬担当者は薬の確認をお願いします。

<隔離室入室患者様について>

・畑中　成夫様～終日隔離経過中です。昨日は、「神が動いて」等と神に関する発言聞かれ

　　　　　　　　退室を拒んでいます。本日は、入浴され突発的な行動はありませんが、脱

　　　　　　　　力感、歩行時のフラツキあり一部介助しています。神に関する発言や突発

　　　　　　　　的行動はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　＊自分の様子を客観的に捉えられている事、退室出来たことを評価し、少しずつ退室時間を

　　延ばしていくこと目標にしていく。本人が自室に戻ることを伝えてから、5分～10分程度延長して、退室の環境に慣れてく関わりをしていく。

　＊ここ数日、考えがまとまらなかったり、的外れな返答聞かれている。本人の興味を示すものや、短い会話から、自分の思いを伝えることが、出来るように関わっていく。

　　

・佐々木（深川）尚子様～終日隔離中です。昨日もスタッフを変えては私物要求されて

　　　　　　　　　　　　います。「出してください。」とか「いつ出れるんですか。」と

　　　　　　　　　　　　要求が伝わらないと話を変え言われています。本日も同様の

　　　　　　　　　　　　訴えきかれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　＊出来る事・出来ない事の是非をはっきりと伝える。

　＊表情、口調、話し方、発言内容、ストレスの程度等を観察（自殺企図の予測）し、かつ今回の行動をふまえての内省をしながら関わりをもっていきましょう。

　　

<新入院・要観察患者様について>

・矢田　修一様～入院時血液検査で、肝機能のデータ悪く臨時薬処方となっています。

　　　　　　　　電球の下へ行き、「大丈夫だと言っていた。」と幻聴の訴え聞かれています。本日は、日課以外は自床で休まれており、声掛けには「変な物が聞えてくるから、横になっているほうが楽。」と話しています。手指振戦軽度見られるが、発汗はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

＊幻覚や妄想の有無や飲酒もあった為、離脱症状（手指振戦、痺れ感、

発汗等）にも注意し、観察していく。

　＊夜間の睡眠状態や休息できているかを観察し、情報収集していく。

・高田　多紀子様～２回目の入院です。幻覚・妄想状態、させられ体験（人に命令されて

　　　　　　　　　、操られて動いている。）や考えがまとまらず、１ヶ月前より日課が出

　　　　　　　　　来なくなり、家族のすすめで任意入院となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

· 夜間の睡眠状態、幻聴・妄想の有無、程度や、本人より右肩が上がらない、ストレスが　　　　溜まると胃が痛くなってくると訴えあり。心気的訴えかどうか、またストレスに関しては、スタッフへ話せるような関わりをし、情報収集していく。

・水梨　考純様～昨日皮膚科診察にて疥癬疑い解除となり、隔離も解除となっています。

　　　　　　　　自力で立つ事できず、スタッフ介助しようとすると座ってしまう。自力

　　　　　　　　立つ事時折見られています。身体機能低下を防ぎ、ホールにて過ごして

　　　　　　　　頂き、特定患者様との接触（石切様、安達様）に注意していきましょう。

　　　　　　　　一昨日より、昼食のみ常食となっています。時間をかけ、1/3（主治医からは、当面の目標とする）は、摂取出来るようにしていく。摂取量によっては体重の減少も考えられるので体重管理も密にしていく。

・中村　瞳様～疾病教育行なっていますが参加状況むらがあり、空笑目立ち、無言で頷くことがある。幻聴については、肯定したり、否定したりと曖昧です。ジプレキサ服用中ですが、体重の変動ありません。月曜日の主治医診察の前に情報提供をしていく。

· 日課や作業などの参加状況や集団行動に対して遅れはないか等、様子観察していきましょう。

＜勉強会　接遇について＞

　外見で気を付けている事をあげ、まとめました。

・　清潔にし、派手にしない。

・　髭をそる。爪をきる。

・　表情に気をつける。

・　分かりやすく話す。

· 履物の足音を立てないように気を付けている。

　「　人間は中身も外見も大事　」　あなたの笑顔が周囲を明るくする

　『初対面のときは外見から判断する』

　　・特に初対面の人に対しては、外見から中身を判断してもらうしかないなず。相手の立場からしてみても、服装、言葉遣い、しぐさ、表情といった外見の印象を手がかりにして、中

　　　身を判断する以外に方法はないだろう。

　　・アメリカの心理学者Ａ・メーラビアンは、人間がある人物を判断する際に「言葉」「音声」

　　　「顔」が果たす割合を次のような公式で表した。

　　　　　　「知覚される態度＝言葉×0.007＋音声×0.38＋顔×0.55」

　　　この公式に従うならば、「顔」がもっとも重要といえよう。

　『疲れた顔は周りも疲れさせる』

　　・もっとも大きな要素は表情である。お客の前で疲れた顔をしていては、仕事はなかなか

　　　はかどらない。自分がどんなに疲れていても、やはり笑顔を心掛けるべきではないか。

　　・アメリカのジェームスが次のようにいっている。

　　　「快活さを失った場合、それを取り戻す最善の方法は、いかにも快活そうにふるまうこと

　　　　だ」

　　　疲れにとって、笑顔は再考の良薬なのである。人間の感情は、表情や動作に表れるもの。

　　　表情や動作、つまり外見を変えることで感情をコントロールすることもできるのである。













